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研究成果の概要（和文）：健康づくりにおいて、運動器機能低下抑制と日常の生活活動を促進・維持することは最も重
要である。本研究では、高齢者の日常の身体活動向上を目的とし、行動特性と近隣身体活動環境と身体活動との相互関
連性を検討した。愛知県大規模の活動促進のための研究を行った結果、生活活動や移動と近隣環境との関係においては
、治安と転倒恐怖感の交互作用は虚弱高齢者の身体活動と関連があることに対し、健常高齢者は近隣のレクリエーショ
ン施設や保健・医療施設の土地利用の密度と関連(図１)があり、生活活動と移動に関連する環境要因が個人の特性によ
って異なった。よって、個人の特性を考慮した介入プログラムの提案が可能であると考えられる。

研究成果の概要（英文）：The association between the neighborhood environment and human behavior and physic
al activity has been of interest to the field of health promotion. Environmental determinants of health ar
e receiving growing attention in the literature, although there is little empirical research in this area.
 In this study, number of health institution and recreational facilities and good access to land use, and 
neighborhood safety (related to crime, traffic, environmental hazards, and incivilities) had significant a
ssociations with physical activity in healthy older adults and frail older adults, respectively. Physical 
environment factors have consistent associations with out-door physical activity behavior. Further prospec
tive studies are required to identify possible causal relationships.
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１．研究開始当初の背景 
高齢者の老化に伴うさまざまな機能減衰を
要介護状態の視点から見た場合、決定的な機
能障害としては（1）移動能力の低下・障害、
（2）排泄能力の障害、そして（3）摂食障害
である。特に「移動能力の低下・障害」は容
易に要支援レベルとなるだけでなく、それ以
降の障害を律速することから、移動能力の保
持・機能向上は介護予防（介護の重度化予防）
の基本であり、その予防対策は極めて重要と
なる。本研究では、この介護予防の根幹であ
る移動能力の低下予防を最重要課題と位置
づけ、各種の運動やトレーニングのみならず、
近年著しい技術的進歩を遂げている先進的
機器を用いた新たな介護予防のためのスク
リーニング方法と介入プログラムの開発を
目的としている。具体的には、介護予防にお
ける二次予防対象者、特に移動能力の低下に
伴う生活機能低下者や虚弱高齢者のスクリ
ーニングを実施する。次に移動能力向上のた
めの身体活動と住環境に焦点を当てた新た
な介入プログラムの開発研究においては、地
域在宅高齢者を対象とした大規模な疫学調
査および適切な対象者の選定を実施したう
えで、無作為割付け比較介入試験（RCT）を
中心にプログラムを独自で工夫した加速度
センサー付き体動計を用いて身体活動・睡眠
の実態を把握および住環境との相互関係を
調べ、介入効果の有効性の検証を行う。さら
に要支援高齢者に対する介入効果をクラス
ターRCT にて検証する。このような日常の住
環境と歩行モビリティ向上に焦点を当てた、
大規模な地域在宅高齢者の介護予防の新た
なスクリーニング手法の開発と介入プログ
ラムの開発を実施することにより、科学的な
エビデンスに裏付けられた、より一層効果
的・効率的な介護予防施策の展開が可能にな
ると期待される。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、運動器機能低下抑制に必要
な身体活動を継続するためにはどのような
要因が重要であるのかを明らかにし、高齢者
がサクセスフル・エイジングを支えるための
身体活動の解明および健全な住環境のあり
方を提案することである。このため、愛知県
大府市において、大規模な地域在宅高齢者を
対象に身体活動と住環境に焦点を当てた、新
たなスクリーニング手法の開発と、歩くこと
で生活機能の低下を予防する新たな介入プ
ログラムを開発し、高齢者の住みやすい住環
境の運動学的提案をすることである。 
 
３．研究の方法 
本研究では、愛知県大府市に在住する地域

高齢者 5,000 名に対して大規模な健診を実施

し、この健診から身体的な虚弱高齢者 400 名

を特定した。虚弱高齢者の選定は、Fried らが

提唱する虚弱の定義などを参考にした（Fried 

et al. 2001）。これらのスクリーニング検査（健

診）によって、研究の参加に同意した者（200

名）を本研究の対象者とした。対象者は無作

為割り付けによって対照群、歩行介入群の 2

群に分け、歩行群に対しては、3 カ月間（週

2 回）の運動教室を開き、歩行促進プログラ

ムを取り入れた集中的な歩行介入を実施し

た。また、本研究では、位置情報システム

（GPS）機能を搭載した活動モニターと加速

度センサー付き体動計が虚弱高齢者の日常

身体活動を評価・増進するツールとして有効

かどうかを検討する。そのうえで、地域高齢

者を対象とした大規模な健診から身体的な

虚弱高齢者を特定し、このような高齢者に歩

行を中心とした集中的な運動介入を実施す

ることで、歩行介入プログラムが日常身体活

動状況に及ぼす効果について検証した。 
 
４．研究成果 
健康づくりにおいて、運動器機能低下抑制と
身体活動の促進は最も重要である。本研究の
目的は、運動器機能低下抑制に必要な身体活
動を継続するためにはどのような個人的・社
会的・環境的要因が重要であるのかを明らか
にし、高齢者の移動特性と住みやすい住環境
の運動学的提案をするため、高齢者を対象に
生活活動、行動と近隣環境と身体活動促進と
の相互関連性を検討した。そのため、愛知県 

図１。近隣環境と身体活動との関係 

 
大府市において、地域在宅高齢者を対象に生
活活動促進と住環境に焦点を当てた、高齢者
の活動、移動、環境に対するスクリーニング
手法を開発し、新たな介入プログラムを提案
するため、加速度センサー付き体動計による
身体活動の量・質・パタンタイミング・睡眠
状態，GPS 計による歩行経路・移動パター
ン・半径の計測や地理情報システムとゼンリ
ンのZmap-TOWNによる地理環境に関する大規



模な調査を行った（図１）。大規模の活動促
進のためのポピュレーションアプローチと
介入研究を行った結果、身体活動促進に対す
る効果は、高齢者の心身の機能の水準によっ
て異なる可能性があり、虚弱高齢者において
は、移動の半径が健常高齢者では中強度活動
が促進に対し特に効果があった。また、生活
活動や移動と近隣環境との関係においては、
基本属性等を調整した回帰分析の結果、治安
と転倒恐怖感の交互作用は虚弱高齢者の身
体活動と関連があることに対し、健常高齢者
は近隣の運動施設や保健施設の土地利用の
密度と関連(図１)があり、生活活動と移動に
関連する環境要因が個人の特性によって異
なった。よって、個人の特性を考慮した介入
プログラムの提案が可能であると考えられ
る。 
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